
2014 春号 

通巻15号 

さくらそう    
桜ヶ丘病院 

広報誌 

精神科A・B・C 

 ～これまでに出逢った素敵な患者さんたち～⑥ 

ランチもの人気メニュー ベスト５ 

メタボリックシンドロームを改善しましょう⑤ 

認知症あれこれソレ！③ 

保護者制度が廃止されました 

ピアノをご寄贈いただきました 

桜ヶ丘病院ブログ http://sakublo702.blog.fc2.com/  

輪島市石休場町 

手弱女（たおやめ）桜 



精神科Ａ・Ｂ・Ｃ 

 ～これまでに出逢ったステキな患者さんたち～ 

  病院長（社会復帰部長兼任）  竹内正士 

 

Ｆ さんは70代の「統合失調症」の女性、平成7年

頃から「風の音や列車の音が文章になって聞こえ

る、詩のようにも聞こえる」などと感じ、また平成8

年頃には耳元で色々な声が聞こえ、「離婚した夫が自殺未遂で○○病院にかつぎこまれ

た」と聞こえる、「拾ったバッグを盗んだと誤解され、警察に逮捕される！」「自宅付近で火事

があったが、自分が放火犯に仕立て上げられ警察に逮捕される！」などと訴えるようになりまし

た。入院する前日には、海岸まで行って入水自殺を図りましたが死にきれず、夜中に国道を

裸足で歩いていてうずくまっているところを警察に保護されました。 

 妹さんと一緒に平成8年6月に当院を受診し、「幻覚妄想状態」との診断で女子急性病

棟（閉鎖病棟）に医療保護入院となりましたが、薬物療法を開始後は比較的短期間で落

ち着き、整形外科に外診に行ったり、病院内の歯科に受診していました。同年10月には開

放病棟に転棟し観察していましたが、病状は安定しており、経過は良好と思われ、妹さんと今

後の生活について話し合いました。妹さんは、病院の近くで独りでアパート暮らしをしてほしい、

何かあれば病院に連絡し対応してもらいたい、とのご希望でした。平成9年3月から森本駅

周辺でアパートを探し、物件が決まると、病院から精神科ソーシャルワーカー(PSW)や看護師

(病棟長)がアパートまで一緒に同行し、生活に必要な物を買いそろえるのに助言をしたり、退

院後の社会生活への不安を和らげる援助をしました。ある日、離婚した元のご主人が来院し

「これまで何十回も(特に金銭面で)迷惑をかけられてきた」などと、本人への苦情や退院への

不安を表明されましたが、PSWや病棟長も間に入り、本人の病状経過や病院の治療方

針、再発防止策などについて説明し、元のご主人の了解も得て、同年6月に退院となりまし

た。 

 退院後は規則的に外来通院服薬を続け、病院からもPSWや看護師が時折自宅を訪問

していましたが、同じ年の10月に当院付属のデイケア「さくらんぼ」が開設されたため、Ｆさん

も紅一点のオリジナル・メンバーとして参加されました。ジグソーパズルなどにも初めて取り組ま

れましたが、めきめき上達され、また、後半はトーンチャイムなどのプログラムにも積極的に取り

組み、若いメンバーの相談相手になり、今では「デイケアのお母さん」的な存在で、皆からも親

しまれています。 

 最近は、同じアパートの２階に元のご主人も生活しており、身体が不自由な元のご主人の

面倒を見てあげたり、病院への受診にも同行していますが、3人の子供さんや妹夫婦との関

係も良好とのことです。病院には月一回受診されていますが、外来で旧知の職員などを見つ

けると自分から話しかけ、昔話や最近の出来事などについて話に花を咲かせているようです。

先日の診察の後、「桜ヶ丘病院に受診してよかった、いい先生や看護師さんたちに巡り合え

て本当に良かった、自分は幸せ者だ…」としみじみ言われていたのがとても印象的でした。今

振り返ると、退院促進や地域社会への移行、在宅の訪問看護など、最近の精神科医療を

先取りするような形が20年近く前に当院で行われていたことになり、印象深い出会いであっ

たと思われます。 

患者さんの退院や社会復帰について関心のおありの方は、気軽にご相談ください。 




